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緒言

• 病害虫の効率的な防除を実現するためには、病害虫を正しく診
断することが重要。

• 北海道立総合研究機構では、農作物病害虫の診断試験を実施。

• 毎年のように、道内で新たな病害虫の発生が確認。その情報を
記録・蓄積している。

例：R2：24件、R1：17件、H30：12件

（北海道病害虫防除所HP より）

• 新たな病害虫の記録を残しておくことは、のちの人が正しく診
断するための重要な知見となる。



緒言
ツツジヒゲナガアブラムシ
Illinoia (Masonaphis) lambersi (MacGillivray, 1960)

• ツツジ属Rhododendron花木を吸汁する害虫種

• 北米大陸西部が原産

• 欧州や南米、西アジアへ外来種として侵入
（Nieto Nafría et al.,2016; Görür, 2011ほか）



緒言
国内では

• 1988年の日本応用動物昆虫学会大会で、宇都宮大学の高橋滋・
稲泉三丸が、本外来種の国内初発生を報告

• 以降、国内から本種の報告は皆無！

Fauna of Exotic Insects in Japan（Morimoto & Kiritani, 1995）
“日本の外来昆虫相”

• 高橋・稲泉（1988）の講演要旨を引用
→本種を日本の外来昆虫リストに含めた。
→国内の分布地を本州とした。

• 本リストは、国内外の文献に引用され（例：日本生態学会，2002；

Blackman & Eastop，2006）、本種は日本に分布する種とみなされて
いる。



緒言
Fauna of Exotic Insects in Japan（Morimoto & Kiritani, 1995）

• 講演要旨を引用→国内の分布地を本州とした。

• 国内における発見場所の記載無し！

日本未記録の数種のアブラムシの発見とその生態について

髙橋 滋・稲泉 三丸（宇都宮大・農・応用昆虫）

これまで日本未記録だった，APHIDINAE（アブラムシ亜科）：Macrosiphini（ヒゲ
ナガアブラムシ族）のUroleucon (Lambersius) erigeronense (Thomas)，
Acyrthosiphon (Liporrhinus) chelidonii (Kaltenbach)，Myzus ornatus Laing，
Illinoia (Masonaphis) lambersi (MacGillivray)，APHIDINAE：Aphidini（アブラ
ムシ族）のHysteroneura setariae (Thomas)を発見した。これらのうち，Illinoia
とHysteroneuraは日本未記録の属でもある。
以上の種のうち，U. (L.) erigeronenseとA. (L.) chelidoniiは有性世代を含む，多
数の個体をほぼ周年にわたって採集することができ，日本での生活環の概要が判明
した。しかし，M. ornatus，I. (M.) lambersi，H. setariaeは，いくつかの寄主植
物と胎生雌虫を確認したのみで，生活環の詳細については明らかにできなかった。



緒言
日本昆虫目録第4巻（Miyazaki et al., 2016）

• 国内の分布地を“北海道”とした。→根拠は不明

本研究では

• 過去の標本を調査

• 道内での野外調査

本種の国内における分布状況を再検証

国内における生態的特徴を考察

（Miyazaki et al., 2016）

（Morimoto & Kiritani, 1995）

？
以上より、



標本調査
宇都宮大学農学部応用昆虫学研究室の収蔵標本を調査

• 1983年に札幌の北大植物園で採集された本種の標本を発見

• 採集者：高橋滋氏

• 本州で採集された標本は存在せず

時期 寄主植物

7月7日 レンゲツツジ、ムラサキヤシオツツジ、
コヨウラクツツジ、リュウキュウツツジ

7月13日 レンゲツツジ

7月20日 エゾシャクナゲ

8月9日 レンゲツツジ

9月14日 レンゲツツジ

高橋・稲泉（1988）の学会発表は、北海道産の標本に基づくこと
が明らかとなった。



野外調査
2020～2021年に、上川郡比布町で調査

• レンゲツツジに寄生する本種を確認

寄主植物のレンゲツツジ

花弁上のコロニー

新葉上のコロニー 果実上のコロニー

• 植物体上の比較的若い部分を好んで
寄生する（中～下位葉には少ない）。



野外調査
確認された生活型（モルフ）

• 5月：幹母（卵から孵化した胎生雌虫、触角がより短い）

• 6～7月：無翅 or 有翅の胎生雌虫（単為生殖で産まれた胎生雌虫）

• 体色には緑色～黄色の変異が認められた。

幹母 幹母

無翅胎生雌虫 無翅胎生雌虫 有翅胎生雌虫

（ ：触角の末端）



形態的特徴
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と同定された。



考察：国内における分布状況

標本調査と野外調査により

• ツツジヒゲナガアブラムシは北海道に分布することが明らかに

• 本州に分布する証拠は得られなかった。

（Miyazaki et al., 2016）

（Morimoto & Kiritani, 1995）

可能性は否定できないが、ひとまず分布記録
から削除するのが妥当と考えられる。



考察：生活環

侵入先の欧州：胎生越冬する不完全生活環型（Blackman & Eastop, 2006）

無翅胎生♀

有翅胎生♀

単為生殖を繰り返す

一年中



考察：生活環

越冬卵 幹母 無翅胎生♀

有翅胎生♀卵生♀

有翅♂
交尾

単為生殖を繰り返す

産卵

冬

秋

春～夏春先

原産地の北米：卵越冬する完全生活環型（Blackman & Eastop, 2006）

北海道：幹母が発見されたことから完全生活環型と推定された。



結論

本研究のまとめ

• 外来種ツツジヒゲナガアブラムシの国内における分布
は北海道

• 道内の生活環は卵越冬する完全生活環型の可能性が高
い。

今後の課題

• 本州（特に東北など）における分布状況

• 道内における詳細な生活環の解明（卵生♀と♂が未
発見のため）

• 加害する植物の範囲（ツツジ属であれば何にでも寄
生するのか）
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